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項番 内容 単位 点数 3級 2級 1級

0 LSサーティフィケイトに登録していること - -

1 授業でのサポート（LA種別A・B、SA）

2 授業外でのサポート（LA種別C・D）

3 各部局の学びのサポート

4 　例1:(各学部・センターが管轄する)学内での学びのサポート

5 　例2:(各学部・センターが管轄する)⼊学前教育での学びのサポート

6 　例3:(各学部・センターが管轄する)オープンキャンパスでの学びのサポート

7 LS活動におけるミーティング・イベント（研修除く）への出席 1回 3

B 継続⼒ 8 項番1~16のLS活動について1年度につき10点以上を継続した期間 - - 1年度以上 2年度以上 2年度以上

C ⾃⼰研鑽⼒ 9 項番1~7などのLS活動に関する研修への出席 1回 5 10点以上 15点以上 20点以上

10 LSに関する広報ポスター、チラシ等の作成・展開 5

11 LSチームのSNSアカウントでの投稿 2

E 企画⼒ 12 LS活動における研修、ミーティング（定例実施除く）、学内イベントの企画・実施 1種 5〜10

13 LSチームの統括役 10

14 LSチームの班リーダー 5

15 LA研修における講師アシスタント 1回 2

16 LS活動における課題を他者と協同して解決 1種 5~10

2022年度以前の活動について、内容によっては2022年度以前の基準により評価することがある。

【留意事項】

◆4,5,6︓主な具体例は以下の通り。

　4︓情報システム室実施のパソコン⾃由利⽤教室staff、理⼯学部実施の学修相談など

　5︓⽂学部、経済学部、マネジメント創造学部、全学共通教育センター実施の⼊学前スクーリングなど

　6︓アドミッションセンター、⽂学部、理⼯学部、知能情報学部、フロンティアサイエンス学部実施のオープンキャンパス企画など

◆7︓主な具体例はLSチームにおける総会や全体MTG、LSチーム主催のイベントなど。

【LA種別ごとの活動内容】

  A︓授業科目において、グループワーク等のファシリテーション、質疑への対応等。

 B︓実験・実習科目において、技術や知識⾯での⽀援、実験や実習による学習が効果的になるためのアドバイス等。

  C︓授業で課される課題レポート等について、基本的な⽂章の書き⽅や構成についてのアドバイス等。

  D︓授業担当教員によるオフィスアワーまたは学習⽀援デスクにおいて、授業内容を基本としつつも大学での学び全般についてのアドバイス等。

【参考資料】

　　　下記の様式が格納されているので、ダウンロードしてから必要書類を作成してください。

【連絡先】

教育学習⽀援センター︓lucks@adm.konan-u.ac.jp

　　　・活動記録ノート
　　　・議事得
　　　・企画書
　　　・実施報告書
　　　・ポスター配布・SNS投稿申請書

1種

10点以上

◆9︓教育学習⽀援センターや各部局・センター・教員が主催する研修のほか、LSチームが主催する研修への参加も対象とする。
      （教育学習⽀援センター実施分以外の内容申請時には研修案内等を提出すること）

◆10,11︓配布や投稿を実施する1週間前までに、ポスター配布・SNS投稿申請書を教育学習⽀援センターまで提出すること。（メール、Teamsなど）

◆12,16︓実施予定の3週間前までに企画書を教育学習⽀援センターまで提出すること。（メール、Teamsなど）
               実施後に実施報告書を教育学習⽀援センターまで提出すること。（メール、Teamsなど）
               12,16については、 企画内容、⾃身の役割や取り組み内容に応じて5,10と段階に分けて評価を実施する。

通期

D 表現⼒・
    発信⼒

- 15点以上

10点以上

F 課題解決⼒・
   リーダーシップ

必須

A ⾏動⼒ 50点以上 70点以上 90点以上
20分 1通期上限80点

通期上限10点

通期上限10点


